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　本村の老年人口（６５歳以上）は、平成７年から年少人口（１５歳未満）を上回り、平成２７年で
は約１,５００人と人口の約２７％を占めています。
　そのため、すべての住民が健康で元気に暮らせるようにそれぞれの世代に応じた効果的な健康増進や
介護予防等の取り組みを進めるとともに、みんなが支え合いながら参加できる福祉活動を展開します。
　また、みんながいつまでも住み慣れた地区で健康で元気な生活を送ることができるよう、自ら進んで
健康づくりや生きがいづくりに取り組むことができ、生涯にわたっていきいきと活躍できる地域社会づ
くりを目指します。

「新しい時代につなぐ豊かな万葉の里・おおひら」をめざして「新しい時代につなぐ豊かな万葉の里・おおひら」をめざして「新しい時代につなぐ豊かな万葉の里・おおひら」をめざして
第六次総合計画

【主な施策】

◆利用しやすい社会福祉サービス
　高齢化率が高くなり、要介護の高齢者も増加
する中で、今後は家庭だけで福祉活動に取り組
むのではなく、地域住民との連携や協力によっ
て取り組める高齢者福祉を推進します。
　また、デマンドタクシーの実施検討やタク
シー利用助成等のさらなる充実を図り、高齢
者や障害者の通院や買い物のための移動手段
の確保に努めます。

◆高齢者の社会活動

　高齢者が生きがいを持って、健康で暮らし
続けられるように、これまでさまざまな分野
の第一線で活躍してきた経験を活かすことの
できるシルバー人材センターの設立等就労機
会の拡大を図ります。
　また、増加している一人暮らし高齢者に対
するサービス等の充実を推進します。

◆自主サークルの組織化支援

　自主サークルの組織の確立、活動の継続、
推進リーダーの育成に努めながら、他地域の
類似活動団体との相互交流を目指します。
　また、誰もが学べる生涯学習の環境づくり
を図り、さまざまな分野での学習意欲の向上
に努めます。

まちづくりの基本方針④　「みんなが健康で元気なまちづくり」
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　救急業務や救急医療に対して皆さんの理解と認識を深めていただくとともに、救急医療関係者の意識
高揚を図ることを目的に、毎年９月９日を「救急の日」、この日を含む１週間を「救急医療週間」とし
ています。
　村内の救急車の出動件数は、今年１月から６月までの半年間で延べ１１３件であり、前年同期と比較
して３６件の減少となりました。黒川地区全体の出動件数は、前年同期比で２７９件減少の１,５９４件
でした。大幅な減少となった背景には、新型コロナウイルス感染拡大の中、感染被害を警戒して救急車
の要請を極力控えていることがあるのではないかと考えられます。
　緊急でない場合に救急車を呼ぶと、本当に必要とする人への到着時間の遅れにもつながります。
　誰もが安心して救急医療を受けられるよう、適正な救急車の利用を心掛けましょう。

　昨年、甚大な被害を及ぼした台風１９号や今
年７月の大雨など、台風や集中豪雨による大規
模な災害が全国各地で頻発しています。
　「大衡村ハザードマップ」で自分が住んでい
る地域の状況を確認しながら、身を守るために
自ら、又は地域で行動していきましょう。
　災害が差し迫った状況や災害発生時に、緊急
的に避難し、身の安全を確保することができる
避難所は右の表のとおりです。
　避難先は、まずは自分が住む地区の集会所が
第１避難所となります。
　新型コロナウイルス感染症が拡大する中、避
難者数が多くなり密になる場合や、第１避難所
に浸水や土砂災害の恐れがある場合には、第２
避難所を指定していますので、速やかに避難を
お願いします。
　皆さん一人一人の行動が、自分と大切な家族
や友人の生命を守ります。

９月９日「救急の日」・９月６日～１２日「救急医療週間」９月９日「救急の日」・９月６日～１２日「救急医療週間」９月９日「救急の日」・９月６日～１２日「救急医療週間」

【各行政区避難先一覧】

災害が発生した時の私たちの避難先

行政区名
衡 　 上
衡 　 中
衡 中 東
ときわ台
衡 中 北
衡 　 下
大 瓜 上
大 瓜 下
駒 　 場
大 　 森
奥 　 田
蕨 　 崎
松 　 原
衡 　 東

第１避難所
衡 上 集 会 所
衡 中 集 会 所
衡 中 東 集 会 所
ときわ台集会所
衡 中 北 集 会 所
衡 下 集 会 所
大 瓜 上 集 会 所
大 瓜 下 集 会 所
駒 場 集 会 所
大 森 集 会 所
奥 田 集 会 所
蕨 崎 集 会 所
松 原 集 会 所
衡 東 集 会 所

第２避難所
村 民 体 育 館
大 衡 小 学 校
公 民 館
大 衡 小 学 校
大 衡 中 学 校
大衡城青少年交流館
大 衡 小 学 校
大 衡 小 学 校
大 衡 中 学 校
大 衡 小 学 校
大 衡 小 学 校
大 衡 中 学 校
大 衡 中 学 校
大 衡 中 学 校
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